
光ヶ丘モデル構築に向けた学術報告

高齢者主体型サロン活動の活性化に向けて 一

全国介護者支援協議会



全国介護者支援協議会では、2016年度からサロン活動活性化に向け、光ヶ丘き

ずなサロンを対象に研究を実施し、その結果を日本老年社会科学会に発表していま

す。

地域総合支援事業がスタートして以降、各自治体で様々な取り組みが行われてい

ます。その中でも、学術的な関心が高いテーマとしてサロン活動が挙げられます。しか

し、学術成果の多くが、サロン活動継続困難要因の検討をテーマとしています。昨年

実施された日本老年社会科学会大会では、サロン活動について取り上げた学会発表

のうち、成功事例として発表した機関は全国介護者支援協議会のみでした。他の発

表のほとんどが「カラオケサロン」や「運動サロン」などのテーマ型サロンで、あえて“な

にもしない"という形態を採用している光ヶ丘きずなサロンは新しいサロンの形であると

言えます。

様々な研究・教育機関が地域でのサロン活動成功に向け苦戦しているなか、光ヶ

丘きずなサ回ンを対象に、成功事例を検討し続けることは、学術的にも社会的にも有

用であると考えています。全国介護者支援協議会では、サロン活動の充実と光ヶ丘

モデル確立に向けて、これからも積極的に分析と成果広報を実施していきます。

【発表業績】

1)上原喜光(全国介護者支援協議会)・ 上原隆夫(同協議会)・ 中村桃美(桜美林
大学):都市部互助型サロン活動からの報告(1);サロン活動の実態,第 58回
日本老年社会科学会大会(2016/6/11-13).

2)上原隆夫(全国介護者支援協議会)・ 上原喜光(同協議会)・ 中村桃美(桜美林
大学):都市部互助型サロン活動からの報告(2);活動スタッフの特徴,第 58回
日本老年社会科学会大会(2016/6/11-13).

3)上原隆夫(全国介護者支援協議会)。 中村桃美(桜美林大学):孤立高齢者に

対するサロン活動への参加支援方法の検討 ;都内大規模団地を担当する地

域支援部署 10ヶ所へのヒアリング調査から,第 59回 日本老年社会科学会大
会(2017/6/14-16)受理.

L



Z

国以コ爵⑫回I醸鶏)重(却ラ慟↓`李シ)牟日9

qヽγ判OI興寺準
'イ

ロ手V【割牟」謝園・軍爵

】
・‐/、1)■具要)し峯露碧軍身梨↓国0ア

0翼⑫し引甲9準翠里、γイロ手V【卦薫具翼】
・
7C´926繁ア

),■1田ツす
=(θ

“

重晏
・二

≠0ヽrCネ、γP■9`?Cと騨1■

コ子面賄互⑫)鰈単解9ヽへ)■マ騨図ミγ

T自`a7)笞珊聯碑⑫Tて翠o9ゞ、ァγマ

⑫ツ`)ηツ
・
707)∠ン

`イ
4ま〔1幸,T

T⑫イロ子4宗99、γ型¥唾暑⑫Tて当9

<音響

71ィα tt r繁)Q
コ1ヨ酢醗勒⑫し聖勁番軍身撃↓国↓`)γ

` 孝濯喜⑫乙κ

`Y,9筆
Elイコ子V`ヨ影

°
(酵Z彰)9準早淋そ音撃7■軍¥2〃一乙ヨ4´

―ン∠9、γ単
′
像⑫昇具ヨ7ヽγ⑫7♀)嘗♀撃刑コ,|

`T⑫
、、マ、γ暉晏⑫ツ`(淋I彰)ヽ1孝r繁そ程靱剛

⑫(イ嵐手V`⊥脅)暉暑イ嵐手明面唯互⑫M碑|

国颯降Y7準摯里コ1図V甲螺9ヽγ寺O10Z準1)畢|

諄率`γ■剥脅回唾2)0そ暉暑く嵐子⑫97r
<撃翠>
・

`rγ 曇マ99ユ黎3■
'コ

1回、γ977F21)靭旦η

qマr準昌十日そa〉o堕争日⑫)解卑螺`n

l明到肇βttT暉晏`)翠―⑫2・2ヽ1)7マq

7992騨図■1唾裂イロ手而的互⑫ユ解卑螺■1

ラ夏群⑫島口

“

耳宣
`コlマ

`、

An 7認■■1

9準凶コ1唾暑イロ千⑫)」暴卑解
`ηγヽ■ 

・
2ヽ今

駒、γ彫控早崖9準凶コ1暉裂イロ子昇靭軍

<明日>

劉貴¥業Y絆¥辮(Z`予睾露番イ昇製↓国↓Y■□■副―(I

(Z¥1障1幸中`(1¥到当T`(L平量当T

畢¥0揮呈1バロ手

(I)剥詢2_望垂理と∠整塾街國五互盤型聾と

・
7γヾγヽ

`ほ

γPr,、1)n
コ16〉o″

`=`ミ
ニ⑫聯碑コlTて,、1)γ

γ□F,暉晏ィコ手⑦ッ`)aシ`マr,9、γ

1ヽ)■K¥考唯嬰イロ子面的互⑫ユ」睾卑解γヽ

ηマツマ)弾図、γ彫りχ爾宣つγヽ¥疑率
・
7

百q里-9ヽ1)7マ出郵)ηア静⑫1ヽ0準1的⑫

碑`γ謬脅聯⑫唾暑イコ手`7■・
7797

マ、γ

`ヮ
ン、A↓■1)⑫9、1)n口1騨L撃識そ暉

⑦イロ子V、γ狸具陥互ψ鯛酎肇

`ヽ

17「9〉C

艶静留⑫勇↓El聯酪」(θ乙ムイア9ヽγじ童V
<聖撃。幸象>

・二
γ7q/′Sョ刊′到撃(θヽ́考1,(}響日幸

明L」量キ単¥酵馴̀⑫)駒碑`6繁)■単q

彰て6〉o里争暑
`■1)イロ手V⑫コ`)ηツ

、1)。ユr ttEl明璽肇26〉0推箭暑⑫ユ衡碑

P↓「9、1)oc筆コl唾暑ィロ手)nマ寧―⑫

6〉o星争詈⑫彩↓」「認6■C'Xコ1(イロ子⊃

rs影ロコ1明¥士k」`〉専ES曜阜唯互⑫乙κ

`Y `7■・
7092ヽらf⑫彩I[1日

“

啄⑫リヽコ平IRチ″足ζヱ`6

)γ騨脅撃09、γP γマ■l⑫∠κ′Y⑫ツ
`コ|

`T⑫
褒興`7重・

γ1ヽ)■」γ乎■1種暑コ1明

乙イ

`ゾ
99写|コ|イロ子`ゞ1ヽ孝■1)'半襲■1

⑫ヽ́具璽`92■〉マ
・
9ψ哲ゞ75アキ孫

)OTコl酔⑫シ`)コ乱彩OZ準1準乙κ

`Y 回り妻:⑫乙κ

`Y】

・7。9■1`,7ηビ||ま)■7

、A77奮ゞ笞■m碑⑫6、7ェ,7♀)■群コ|

士`嘗q百ヽ日||ま⑫昇1ヽゞ剌
`コ1硼⑫ツ

・
7

)ヽ■日「1払γ身騨軍ツ母繁9`■摯¥、γ身冒「ly⑫

興彩9Z【ロツ燿⑫ツマ磯Y田ll半】
・
7ヽへ)νマ謝



都市部互助型サロン活動からの報告(1)

一サロン活動の実態一

上原喜光
1).上

原隆夫●.中 村桃美 2)

1)全国介護者支援協議会 2)桜美林大学大学院

r2(Dct 都市部で互助型サロンは成立するのか?

全介協

3

/スタッフ自身の「地域に今後の居場所をつくる」という強い互助意識がサロン活動継続につながつていると

考えられた
/Aサロンでは、居場所機能などのサロン活動の基本的な機能の域を超え、地域の支え合いの場となつて

いた
/希薄な人間関係が危惧されている都市部においても、互助型のサロン活動を実施・継続できる可能性が

みられた_

結 論 ]考 察

地域包括ケア研究会(厚生労働省)の 報告書ては,高齢者の一人暮らしや高齢者のみ世帯の増加が

危倶されており.生活支援サービス.と りわけ「互助」による生活支援サービス構築が望まれている
しかし.同 報告書では.・・=事事て,,婆 :‐

=競
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"饉
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生活支援サービスには 図2

(厚 生労働省 )の ような様 々

なサービスが存在するが 本

報告で1ま これらのなかでも
サロン活動に焦点をあて ‐
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図表 1「 自助・互助・共助 .公助」からみた地域
包括ケアシステム (地域包括ケア研究会,2013)

公勤

図表2介護予防・日常生活支援総合事業の基本的な考え方
(厚生労働省老健局振興課`2013)

《研究方法 :フィールドワーク》

本報告では,都 内A区 に所在する大規模団地内にある互助

型サロン1:以下 Aサコン)に ついて事例検討をおこなった 報

告者は .2011年 1月 からAサ ロンのスタッフとして活動に参加

し フィールドワークを実施している 事例検討ては フィール

ドワークの際に 報告者以外のスタッフから得た情報をまと

め Aサ ロンの実態把握を試みた

≪倫理的配慮 ≫

本研究は Aサ ロンの承認を得たうえで 全国介護者支援

協議会の倫理規定に準じ 実施された

≪Aサ ロンの概要≫

活動主体 :ポ ランティア20名 程度 (現役世代 ,名 .60歳 以上の地域住民 19名 程度 )

運営主体 :自 治会管理組合の連合協議会と全国介護者支援協議会

開催頻度 .毎水曜日(週に1回 ,

開催時間 .午前10時 から午後5時迄 .冬季 午後4時 迄 )

利用人数 ,25名 ほどの利用者が来訪し.そ のほとんどが高齢者である

コンセフト :1重l圭塗≦L【」L」l皇菫塁土L=こと場ユi

一「あなたの居間がもうひと部屋出来ました」を合言葉に.誰でもが自分の

家のひと部屋に行くような気持ちでふつと一息つける場所を目指す

」整L壼左ユ≧塗望」彗至登盤
―地域の医療福祉関係者.専門家 学識経験者と協力し 身近な相談窓

口として情報提供や専門機関・行政への橋渡しをする

『自助=互助』

多くのスタッフが .「 将来的に自分もここ(Aサ ロン■こくるつもりだ」「今後

の居場所づくりの一環としてサロン活動に携わつている」という自助的な

考えを持っていた こういった自助の意識が ,互助型サロンの継続に繋

がっていると言えるだろう

現在活動しているスタッフの多くが Aサ ロン閉設当初にサロン開設の話

を聞きつけ スタッフとしての活動を申し出た地域住民であった 彼らの

ような地域をひつはるキー′ヽ一ソンの存在も 都市部においてサロン活

動を継続するうえで重要なのかもしれない

『地域をひつぱるキーパーソン』

OAサ ロンは 何かを企画して催すなどのテーマ型のサロンではない

サロン活動への集客を考える際 |こ テーマ設定をした方がいいので

はないかという意見もあるが あえて「何もしない」という選択をしてい
るのがAサロンである

0来訪者同士のつながりが自然とできていること そのつながりが地域
力を高め 見守りや孤立防止に発展しているケースもある

螢1壺塁 ■2互型1豊LEL壼 謹匙塑動L翅趣:笙:』」』■饉:三二登=積極的に都

市部での互助型サロンを展開する仕組みつくりこそが ,理壌で壽貫守摯

畿饉・薇■鱗壼

"驚
として急がれるのではないだろうか

『何もしなくても何かが生まれる』

【背 景・目 的】

【結果Ⅲ】サロンが生み出す地域カ【結果I】 スタッフの意識

【結果 I】 Aサロンの概要【方法】

全介撻 一般社団法人 全国介護者支援協議会 http'‐2enkaiky0 0r.p/
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12①C2    都市部で互助型サロンは成立するのか ?

都市部互助型サロン活動からの報告(2)

―活動スタッフの特徴 ~                       
全介協

上原隆夫1),上 原喜光1),中 村桃美2)

1)全国介護者支援協議会,2)桜 美林大学大学院

結論颯考察
/サロン活動を実施 (継続)するためには,■・

=|■

||‐ .｀ 一 .を巻き込むことが必要である

/サ ロンスタッフは,他の地域活動にも積極的に参加しており,地域での専門情報も収集できる

/地域活動に積極的なスタッフが.他の活動先でスタッフを呼び込む
ttt,■

重要・が生まれていた

【背 景・目 的】 【方法】
第 1報 (都市部互助型サロン活動からの報告(1)― サロン活動の実

態―'によつて 都市部での互助型サロンの存在が確認できた

なぜ.=■凛」・で●警動■罐 議できヽ ■■も発■・を明らかにするた
めに.ま ずは活動主体であるスタッフの特性を捉えることを目的とし
た 本報告では 第1報で対象となつたサロン活動のスタッフがどの
ような人物であつたのか また.活動内でどのような役割を果たして
いるのかを明らかにする

≪スタッフの特徴 C'≫

◆ もともと地域活動に積極的で.自治会役員やポランティア.団地の管

理組合役員,民生委員として活動していたスタッフもいた

◆ 彼らの共通の特徴として.『面倒見のよさ」が挙げられる

◆ サロン開設に向けた話し合いの際には.「 サロン活動が必要か」「そも

そもサロン活動ができるのか」「どのようなサロンがいいのか」など.A
地区に長く携わってきたからこそできる意見が多く飛び交つた

≪研究方法 :フ ィールドワーク≫

報告者は都内A区に所在する大規模団地内の互助型サロン活動(Aサ轟ン)に

実際に参加し スタッフのサロン活動への関わり方に焦点をあててフィールトワ

ーク(2014年 8月 ～2016年 1月 :18ヶ 月間)を 実施した

≪倫理的配 慮≫

本研究 は .Aサ ロンの承認を得たうえて 全国介護者支援協議会 の倫理規定

に準じ 実施された

【結果 I】 スタッフはどんな人?

≪スタッフの特徴2,≫

◆ もともと地域活動に積極的(スタッフの特徴■)であつたためA地区内
の他機関に関する知識が豊富である

◆ スタッフは傾聴を意識したうえで.利 用者の相談に対して.他機晨ヘ

のエスカ レーション(橋渡し)を 行う技術がある

◆ 警察OBや A区役所関係者がたまに来訪し 防犯などの話をする機会

がある

手 ■

【結果 E】 スタッフがスタッフを呼ぶ

Aサロンには.いわゆる秘 域で件キーバープン"的 な人物が多く参加して
いた

もともとの地域活動への積極性によって培われた専門性を持ち.それを活
かして利用者の相談にのつたり 躊盤畿暉へめ奪露'となつていた

《地域包播ケアシステムヘの有用性○》

地域の情報収集能力に長け 一定程度の専門性を持つ.あるいは地域の事情をよく知るサロンスタッフによる運営は.地域包括ケアンステムの一環として

有用であると考えられる
地域包指ケアンステムの姿

筆
医療,,

「
`・ 暑一一一

Aサロンのスタッフの中には.サロン活動と並行して.その他の地

域活動にも参加しているスタッフが多く.その活動先で新たなスタ

ッフを呼び込んでいた この呼び込みによつて.現存のスタッフ同

様に地域でのキーバーソンと呼ばれるような人材がサロン活動に

加わるという・摯壌篠で待蟻群 が発生していた

≪地域包括ケアシステムヘの有用性②》

地域包括ケアンステムヘの有用性■の踏まえると サロン活動に

携わる地域住民が増えるということは 地域包括ケアシステムの

拡充に繋がると言える

鉢

轟

ヽ
“
腱綽

_`,ノ
地域包括ケアシステムの姿 (厚生労働省 )

来上原・中村 加筆

全介協  _般 社団法人 全国介護者支援協議会 http:′ ,′zenkaikyo or"/
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者諄勺ブ0す謝難肇也を担当する地暁翅:癖纏聾Oヶ所へのヒアリンク這盾麿から

上原隆夫
1),中

村桃美
2)

1)全国介護者支援協議会,2)桜美林大学大学院

【目的】

上原ら(2016)が報告した都内大規模団地にある

サロン活動の事例では,他の先行研究で取 り上

られたサロン活動 よりも比較的多くの参加者が確|
|

認 されている.上原 らは,こ の要因の一つ として|

大規模団地内でのコミュニケーションの重要性を|

挙げた。 しか しながら,そ のコミュニティに入れ|

ず,孤立する高齢者への支援方法については言及
|

していない。 したがって,本研究の目的は,上原
|

らと同様に都内大規模団地の孤立高齢者に対する

支援事例を分析 し,孤立高齢者のサロン活動への

参加を支援する方法を検討することにある。

【対象と方法】

本研究は,平成 24年 7月 ～翌年 3月 に実施さ

れた『都内の大規模集合住宅における孤立死の

り組みに関する調査研究事業(全国介護者支援

議会)』 の一部のデータを二次利用して実施したも

のである.①調査対象 :都内大規模団地に対して

支援を実施 している地域支援担当部署(地域包

1支援センター/社会福祉協議会/民生委員/自 治会

1老人会)10ヶ 所の担当者.③調査方法・分析方法

1孤立高齢者への支援方法について半構造化面接

実施 し,事例検討をおこなった。④倫理的配慮

個人情報の取 り扱いを含む調査説明をおこない
,

対象者および対象者の所属長の承認を得た後 ,

1国 介護者支援協議会の倫理規定に準じて研究を

施 した .

|【
結果】

各担当部署か ら得 られた孤立高齢者への主

援方法は表の通 りである。また, これ らは ,

の事例から,孤立高齢者の地域参加を支援する

として一定の成果が確認できたものである

表.孤立高齢者への支援方法 と課題

【考察】

今回,各地域支援部署が実施する孤立高齢者

策から,サ ロン活動に参加 していない孤立高齢者 ,

の予備軍へのアプローチ方法を検討 した.そ

果,行政や支援部署からの直接的な情報提供

でなく,地域の商店や居酒屋 といった生活圏

での情報共有が有効であると考えられた。また ,

出頻度の低い高齢者に対 しては,やは り

か らの情報提供が重要であるが,サ ロン活動の

だけでなく,減災情報 と一緒に情報提供する

など,``おおげさ"でなく “さりげない"情

必要だと考察できた。

今後は,今回の研究成果をもとに,各機関と

して孤立高齢者へのアプローチをおこない,そ

有効性を検証する必要があるだろう。

6

地域包括支援センター

地域の商店を巻き込む『顔の見える関係』づくりを目指 し,

居酒屋における常連客 との関係なども見守 り機能の一環
として捉え,活用している

月 1回の地域関係者 ミーティングを実施 してお り,サ ロン

活動に関する内容だけでなく,それ と同時に減災活動に関
する情報提供も行 うなど,テーマに多様性がある

社会福祉協議会

民生委員

孤立高齢者へのアプローチのひとつ として電話相談をお
こなっており,“おおげさ''過 ぎない支援をおこなってい

る.

自治会・老人会

人間関係の固定化を防ぐため,当番を輪番制にして孤立高
齢者を訪問している.ま た,地域での情報把握の際には,

『顔と名前のわかる関係』づくりを念頭に活動をおこなっ

ている

~~百
麗 踊 研 百 可 覇巧 丁百

~爾
覇 膠 0参砺 覇 薪 法の

~検

訂
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